
解説

　大学病院は高度な治療を行うだけでなく，その前提となる診断が適切になされることが肝要であ
り，正確な診断にも同じ重きを置いています。正確な診断の最終根拠として，病理診断が要であ
るが，診療全体の中で病理診断が必要となる状況がどの程度あるかを示す指標です。

実績

自己点検評価

増加傾向にあります。

定義

対象年度１年間の医科診療報酬点数表における，「N000 病理組織標本作製（Ｔ－Ｍ）」および
「N003 術中迅速病理組織標本作製（Ｔ－Ｍ/ＯＰ）」の算定件数。
入院と外来の合計として，細胞診は含めません。

算式

実数

17　病理組織診断件数
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